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修をファシリテート（進行・促進）
するかたがたは、特に留意してくだ
さい。
　どの保育者も前向きな姿勢で取り
組み、子どもたちもいきいきとして
いると感じられる園では、必ずと
言っていいほど、保育者同士の本音
の「語り合い」を大切にしています。
保育者としての質を高めるには、自
分の見方だけに固執せず、ほかの保
育者の語りに耳を傾けて新しい見方
をどんどん取り入れていく必要があ
るのです。そのような風土が根づい
て、信頼関係が十分に構築されたら、
少し突っ込んだ意見を述べ合っても
大丈夫でしょう。

　研修を実施する時間がないという
園は多く、とりわけ保育所では大き
な悩みの種になっています。それで
も、時間をじょうずに使って実施し
ている園も少なくありません。
　ある園では、情報共有の不足を解
消するために、保育者が自発的に毎
日の 10 分間ミーティングを始めま
した。タイムリミットを明確にする
ことで、話し合いの焦点が絞れて密
度の濃い時間になっているようで
す。別の園では、保育者が午睡の時

間に集まり、子どもたちの姿や課題
について語り合っています。その時
間帯は、非常勤のかたを特別に配置
しているそうです。また、園内研修
等の時間短縮のため、事例提供者は
研修の１週間前に事例を文書にして
配り、参加する先生はそれを読んで
自分の意見をまとめてから話し合い
に臨むという方法をとっている園も
あります。

　保育者としての専門性を高めるに
は、絶えず自らを振り返る必要があ

ります。それが、現場を通して常に
成長を続ける「反省的実践家」とし
ての態度だと思います。
　確かに、子どもの見取りや保育技
術は、経験を積むほど熟達するで
しょう。しかし、それゆえに自己を
絶対化してしまいがちなのが、ベテ
ランの最大の課題です。「こうある
べきだ」といった思い込みが強すぎ
ると、子どもと一緒に発見し、驚き、
喜ぶことのできるフレッシュな気持
ちも薄れていくかもしれません。そ
のような状態では、質の高い保育の
提供は難しいと言わざるを得ませ
ん。
　そこで、常に保育を振り返り、ほ
かの保育者と語り合う作業を通し
て、自分の中に発見した課題に取り
組み続けていく必要があるでしょ
う。魅力的な経験者は、子どもの姿
から、そして若い保育者、保護者や
地域の人などからも、謙虚に学ぼう
とします。

保育上の気づきを自由に述べ合うことで、若手やベテランがお互いに学び合うことができます。
（写真／新宿区立戸塚第二幼稚園　P.10）

研修は、基本的に若
手が対象と考えてよいでしょ
うか。ベテランは指導に回る
べきですか。

ポイントを押さえて研修をより効果的に特集
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Q3

Q4

A3

A4研修のための時間が
十分にとれません。短時間で
実施できる方法はありますか。

1日 10 分からでも
始めてみましょう。

ベテランにも当然自
分を振り返り、省察すること
は必要です。自分の中に新た
な課題が見つかるでしょう。
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　保育の中で困っていること、悩ん
でいること、気になる子どもの話な
どをもち寄って話し合うといいで
しょう。保育の印象的な場面を記録
して（エピソード記述）、共有する
ことから始めてもいいと思います。
みんなで印象的な場面の写真をもち

寄ってもいいですね。それぞれがエ
ピソードを発表し意見を述べ合うこ
とで、情報や保育観の共有を図りま
す。例えば、ある保育者が、少し配
慮を要する子どものエピソードを発
表し、皆で解決方法を話し合うとし
ましょう。このケースでは、子ども
についての情報が共有されるととも
に、いろいろなアイディアが提示さ
れることにより子どもの見方が広が
る効果を期待できます。エピソード
の内容は実際に起こったことですか
ら、自身の保育観などを発表する研
修よりもハードルが低く、皆が発言
しやすいのも利点と言えます。

　園内での話し合いに慣れていない
段階では、互いを批判しないことを
ルールにしてください。経験の浅い
保育者の意見には指摘したくなる点
が多いかもしれませんが、まずは「自
分が見たことや感じたことを自由に
話してもよい」という風土をつくる
のが先決です。園長や主任など、研
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ポイントを押さえて
研修をより効果的に
研修の必要性を感じながらも、
「何から始めればよいのかわからない」
「十分な時間がとれない」といった理由で
園内研修の実施に課題を抱えている園も少なくないようです。
そのような園に多く見られる悩みや疑問に、
関東学院大学の大豆生田啓友教授が答えます。

関東学院大学人間環境学部准教授

大豆生田啓友
おおまめうだ・ひろとも
専門は、幼児教育学・保育学・子育て支援。
著書に、『支え合い、育ち合いの子育て支援』（関東学院大学出版会）、
『よくわかる子育て支援・家族援助論』（ミネルヴァ書房）など。

Q1 Q2

A1 A2

園内研修と言っても
これまで行ったことがなく、
何から始めたらいいのか、よ
くわかりません。

研修を始めるにあた
り、職員同士が心がけるべき
ことはなんでしょうか。

保育中の印象的な場
面を話し合ったり、記録した
りすることから始めましょう。

互いに批判しない、
自分の見方に固執しない。こ
の２つが大切です。
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れ、保護者を巻き込んだすばらしい
保育になりました。
　エピソード記述を活用した保護者
への説明にも説得力があります。保
護者は入園後、すぐにわが子に友だ
ちができると考えますが、必ずしも、
そうならないのはみなさんがご存じ
の通りです。環境に適応しにくいタ
イプの 3歳児の保護者に対し、ある
保育者は「徐々に友だちを意識しつ
つあるけれど、まだひとりで砂場で
遊んでいる段階なので、もう少しこ
のまま見守りたい。チャンスがあれ
ば、ほかの子とつなぐ指導もしたい」
と、エピソードを交え成長のストー
リーを説明したところ、非常に感激
されたという話を聞きました。砂場
で遊ぶという行為にも深い意味があ
り、保育者がプロとして見守ってい
ることを実感をもって理解してくれ
たのでしょう。
　保育のねらいは、保護者にはなか
なか伝わりにくいものです。「ただ
遊んでいるだけ」と見られてしまう
ことも多いでしょう。こちらが説明
しない限り、保護者は「できばえ」
を求めます。例えば、子どもたちが
アイディアを出し合って劇をつくる
場合、活動のプロセス自体が意味を
もちますから、衣装やストーリーに

多少の不備があってもかまわない
と、保育者は考えるでしょう。しか
し、そのねらいをきちんと伝えなけ
れば、保護者は立派な劇でないこと
に不満を抱いてしまいます。
　保護者の思いを受け止めたうえ
で、「今はこういう時期だから、こ

うしている」と、子どものエピソー
ドにもとづいた説明をすれば、きっ
と保護者は理解を示します。決して
容易なことではありませんが、研修
を通して保護者対応に関する意識を
共有することが、保護者との協力関
係を築く第一歩となるでしょう。
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◎保育の仕事は、社会からまだ十分に評価されていないと感じます。遊びと

教育のつながりがわかりづらいことが、そのひとつの要因でしょう。しかし、

外からは理解されにくいものの、みなさんが非常に重要な仕事をしているこ

とに変わりはありません。園内研修は時間や労力を要するため大変ですが、

自分を高めるとともに、幼児教育について保護者などに発信する材料をつく

る場にもなります。今後はますます、園の情報を公表する機会が増えていく

でしょう。その流れをチャンスととらえ、研修をじょうずに活用しながら、

幼児教育への理解を深められるように社会に対して働きかけていきましょう。

のみなさんへ現場

次からのページでは、実際に行われている園内研修を紹介しています。

事例1

ビデオカンファレンス
東京都　新宿区立戸塚第二幼稚園

 P.10

事例2

複数園による合同研究保育
岡山県赤磐市　あすなろ保育園

 P.12

事例3

全員参加による教育課程編成
静岡県静岡市　静岡豊田幼稚園

 P.14

事例4

ロールプレイ
東京都品川区　二葉すこやか園

 P.16

全員で教育課程を見直し、保育で大切にすべきことを共有化していきます。
（写真／静岡豊田幼稚園　P.14）
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　チェックリストは全体的な視野か
ら自分の保育や子どもの姿を振り返
るうえで有効です。特に、見落とし
ていたことを発見するのに役立ちま
す。しかし、ただリストでチェック
をしただけでは、自己評価をしたつ
もりになるだけで、十分な意味をも
ちえません。その先が重要なので
す。例えば、「子どもが主体的に遊
べるよう環境構成を行った」という
チェック項目があったとします。そ
れに「できていた」と答えた場合、
自分は具体的にどのような環境構成
の工夫を行ったのか、それはどのよ
うな課題意識があったからで、そこ

からどのような具体的な子どもの姿
が見えてきたかをエピソードであら
わしてみることが大切です。また、
「できていない」と答えた場合は今
後どのように環境構成を工夫してい
くかを具体的に書き出してみましょ
う。そうすることで、自己評価が保
育の見直しに生かされるのです。ま
た、チェックリストには「できた
か」「できないか」だけで物事を判
断してしまう危険性もあります。特
に個々の子どもの姿を評価するとき
など、子どもの姿をそうした結果の
みで見る保育になってしまうことは
とても問題です。評価はプロセスが
大事です。個々の子どもの思いやそ
の子なりの変化のプロセスを見てい
くようにしなければいけません。だ
から、特に個々の子どもの姿を評価
する場合は、エピソードで記述する
ことが大切で、日常的な保育の振り
返りの記録が保育のもっとも重要な
評価になるのです。

　

　毎日、子どもの姿を何枚か写真に
撮って、そこにちょっとしたエピ
ソードやそこで経験したことを１枚
にまとめて保育室の前にはりだして
いる園があります。午睡の時間を利
用し、20分ほどで作成しています。
　この写真を保育記録として保存し
て研修に活用するほか、保護者に向
けて掲示しています。ある保育者は、
子どもがいろんなにおいを発見して
そこから活動がさまざま発展してい
く事例を長期に記録し、保護者にも
発信してきました。すると、写真を
通じて経過を見ていた保護者から、
活動のアイディアがたくさん寄せら
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Q6

A6

保護者との確かな協
力関係を築いていくために、
研修を活用する方法はありま
すか。

保育のねらい、思い
を明確に伝えることで、取り
組みへの理解が得られます。

チェックリストを用
いて振り返りを行っています。
この方法で問題ないでしょう
か。

Q5

A5 ふだんの保育の振り
返りとチェックリストをうま
く併用しましょう。
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